
受章おめでとうございます　～秋の褒章・叙勲～

産業振興・まちづくりの推進などで連携
～崇城大学と包括連携協定を締結～

　本市と崇城大学（中山峰男・学長）は10月31日、包括
連携協定を締結しました。本市が同協定を結ぶのは熊本大
学、熊本県立大学に続き３校目。今回の協定は、教育・文化・
スポーツ振興や国際交流促進、産業振興、まちづくりの推
進などの分野で連携協力するものです。同日、市役所で開
かれた調印式で、安田市長は「天草陶石の工業分野での活
用をともに考えるなど、産学官連携による新たな産業の開
発・育成を進めたい」と話しました。

本市から出場した７校が大健闘！
～県中学校対抗駅伝競走大会～

　熊本県中学校対抗駅伝競走大会が11月12日、本渡運動
公園陸上競技場を発着とする男子６区間20㎞・女子５区
間12㎞のコースで開催されました。同大会には、各郡市
の予選を勝ち抜いた男女各38校が出場。本市から出場し
た７校は、男子が本渡東３位・本渡５位・牛深６位・稜南
21位、女子が本渡４位・本渡東５位・牛深10位と、それ
ぞれ大健闘しました。なお、優勝はいずれも２年連続で、
男子が坂本（八代市）、女子が松橋（宇城市）でした。

天主堂の神秘的な美しさに感動！
～木下陽一写真展～

　写真家・木下陽一氏の写真展「『天主堂物語』信仰の息
吹～静謐な祈りの場」を10月31日から天草玩具資料館で、
11月13日から富津公民館でそれぞれ開催しました。これ
は、世界遺産登録啓発事業の一つとして実施したもので、
同展では長崎と天草の天主堂や風景などの写真54点を一
堂に展示。来場者は、天主堂の神秘的な美しさなどに見入
っていました。同展は、天草文化交流館でも12月２日㊋
から同28日㊐まで開催します。皆さん、ぜひご覧ください。

華麗なパスワークなどに大歓声！
～Ｗリーグ天草大会～

　10月18・19日、第10回Ｗリーグ（バスケットボール
女子日本リーグ）天草大会が稜南中学校体育館で開かれ、
富士通レッドウェーブとアイシンＡＷウィングスが対戦し
ました。天草初の同リーグ公式戦とあって、延べ約2,000
人の観客が会場に詰め掛け、選手たちの華麗なパスワーク
や迫力あるプレーに、メガホンをたたき鳴らしながら大歓
声を上げていました。なお、試合は富士通レッドウェーブ
が１日目は76対60で、２日目は98対76で勝利しました。
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▲協定書に署名後、握手を交わす
　崇城大学の中山峰男・学長（写真右）と安田市長

▲ろくろ回しに挑戦！▲熱心に品定めする来場者

▲本渡運動公園陸上競技場をスタートする
　　　　　　　　　　　　　男子１区の選手たち

▲長崎と天草の天主堂の写真に見入る来場者

▲果敢にゴールをねらう富士通レッドウェーブの選手

北川 宗利 さん
牛深町・77歳
○褒藍綬褒章

牛深警察署防犯連絡所協議会会長

福本 郁子 さん
牛深町・83歳
○叙瑞宝双光章
学校医

中原   林 さん
久玉町・82歳
○叙旭日小綬章
元牛深市議会議員

高尾 賢輔 さん
魚貫町・71歳
○叙瑞宝双光章
元特定郵便局長

大平 義一 さん
河浦町今富・85歳
○叙瑞宝単光章
元民生・児童委員

久保 源三 さん
枦宇土町・64歳
○叙瑞宝単光章
元本渡市消防団長

靏田 道男 さん
河浦町今田・64歳
○叙瑞宝単光章
元河浦町消防団長

　秋の褒章と叙勲が、11
月２日と翌３日にそれぞ
れ発表され、市内から７
人の方が受章されました。
おめでとうございました。

※写真下は氏名、住所・年
齢、受章種別、主要経歴。
受章種別の○＝秋の褒章、
○＝秋の叙勲。
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陶磁器の島・天草に多くの人出！
～天草大陶磁器展～

　県下最大級の陶磁器展「天草大陶磁器展」が
11月１日から同５日まで、天草市民センター
体育館を主会場に開催されました。
　この陶磁器展では、天草島内をはじめ、県内
外から69の窯元や陶芸家などの作品約25,000
点が展示・販売されたほか、“陶磁器の島AMA
KUSA陶芸展”表彰式を同センターホールで開
催（結果は左下参照）。また、日比野克彦氏な
ど７人のアーティストの作品を展示する「アー
ティスト・イン・レジデンス in AMAKUSA招
聘作家作品展」が天草宝島国際交流会館ポルト
で、市内外の芸術家が空き店舗を使って個展な
どを開く「街中ギャラリー」が本渡中央銀天街
周辺でそれぞれ実施されるなど、期間中、約
28,000人の人出でにぎわいました。
　同３日には、古美術鑑定家の中島誠之助氏に
よる「あなたにもわかるホンモノとニセモノ」
と題した講演会が同センターホールで行われ、
約500人の聴衆は熱心に聞き入っていました。

▲古美術鑑定家の
　中島誠之助氏が講演

▲期間中、約28,000人の陶芸ファン
　などでにぎわいました

●グランプリ…志村観行（静岡県伊東市）●準グランプリ
…髙木健太（北原町）●日比野克彦賞…野村典子（熊本市）
●小川哲男賞…高須健太郎（福岡市）●藤原惠洋賞…五嶋
竜也（山鹿市）●鶴田一郎賞…野津有希（佐賀県西松浦郡
有田町）●来場者賞…間美恵（阿蘇郡産山村）

陶磁器の島AMAKUSA陶芸展結果 （敬称略）
のりゆき

はざま


